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第
１５
回
日
韓
漁
港
漁
場
技

術
交
流
会
議
が
、
６
月
２０
日

�
全
国
漁
港
漁
場
協
会
の
主

催
、
水
産
庁
の
後
援
、
�
漁

港
漁
場
漁
村
技
術
研
究
所
及

び
�
水
産
土
木
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー
の
協
賛
に
よ
り
、
仙

台
市
の
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
交
流
会
議
は
、
平
成

９
年
度
（
開
催
は
１０
年
３
月
）

に
第
１
回
を
東
京
で
開
催
し

て
以
来
、
日
本
と
韓
国
で
交

互
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
漁

港
漁
場
漁
村
の
整
備
、
維
持

管
理
等
の
関
連
技
術
に
関
す

る
諸
問
題
に
つ
い
て
発
表

し
、
意
見
交
換
し
て
い
る
。

会
議
の
テ
ー
マ
は
そ
の
時
々

の
両
国
の
漁
港
漁
場
漁
村
を

取
り
巻
く
状
況
を
勘
案
し
て

設
定
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度

は
昨
年
３
月
に
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ

り
、
「
漁
港
・
漁
場
・
漁
村

の
防
災
対
策
」
が
テ
ー
マ
と

な
っ
た
。

会
議
は
午
前
９
時
よ
り
開

催
さ
れ
、
約
４０
名
の
参
加
者

が
あ
っ
た
。

主
な
出
席
者
は
、
日
本
側

は
水
産
庁
か
ら
橋
本
牧
漁
港

漁
場
整
備
部
長
、
岡
貞
行
防

災
漁
村
課
水
産
施
設
災
害
対

策
室
長
ほ
か
水
産
庁
の
担
当

官
と
�
全
国
漁
港
漁
場
協
会

田
中
潤
兒
会
長
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
団
体
役
員
な
ど
。

韓
国
側
は
�特
韓
国
漁
村
漁

港
協
会
房
奇
�
会
長
、
韓
国

農
林
水
産
食
品
部
鄭
永
勳
水

産
政
策
官
ほ
か
農
林
水
産
食

品
部
の
担
当
官
及
び
韓
国
漁

村
漁
港
協
会
や
発
表
者
を
含

め
た
関
係
者
で
あ
る
。

会
議
の
開
催
に
あ
た
り
、

主
催
者
を
代
表
し
て
、
田
中

会
長
が
出
席
者
へ
の
謝
辞
と

歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、
東
日

本
大
震
災
の
際
の
韓
国
漁
村

漁
港
協
会
か
ら
の
義
援
金
に

対
し
て
謝
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
「
両
国
は
世
界
有
数

の
漁
業
国
で
あ
り
、
水
産
業
、

漁
村
は
消
費
者
に
安
全
・
安

心
で
良
質
な
水
産
物
を
安
定

的
に
提
供
す
る
だ
け
で
な

く
、
沿
岸
域
の
環
境
の
保
全
、

国
境
監
視
な
ど
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
は

資
源
状
況
の
悪
化
、
燃
油
価

格
の
高
騰
、
金
融
危
機
に
よ

る
経
済
の
悪
化
な
ど
に
よ

り
、
大
変
厳
し
い
環
境
に
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打

開
し
、
水
産
業
と
こ
れ
を
支

え
る
漁
村
の
健
全
な
発
展
の

た
め
に
両
国
は
密
接
に
協
力

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
特
に
そ
の
基
盤
で
あ
る

漁
港
・
漁
場
・
漁
村
の
整
備

に
つ
い
て
、
両
国
間
で
技
術

交
流
を
深
め
る
こ
と
は
極
め

て
有
意
義
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
も
お
互
い
の
立
場
を
尊
重

し
、
末
永
く
続
け
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
る
」
と
挨
拶

し
た
。
続
い
て
房
奇
�
会
長

が
、
水
産
庁
、
宮
城
県
の
来

賓
や
関
係
者
の
出
席
に
対
し

て
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
「
こ
の
交
流
会
議
は

１５
回
続
い
て
い
る
が
、
こ
の

間
の
議
論
は
韓
国
側
に
と
り

大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

今
年
は
、
昨
年
の
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
仙

台
市
で
開
催
さ
れ
る
が
、
韓

国
も
日
本
と
同
様
に
自
然
災

害
、
特
に
海
面
上
昇
や
水
産

資
源
の
枯
渇
な
ど
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
本
交
流

会
議
で
特
に
防
災
に
焦
点
を

当
て
た
議
論
が
行

わ
れ
る
こ
と
は
大

変
時
宜
を
得
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
場
が
、
両

国
の
水
産
の
懸
案

事
項
を
超
え
る
未

来
志
向
的
な
水
産

基
盤
整
備
を
考
え

る
新
し
い
討
論
の

場
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と

挨
拶
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
来
賓

と
し
て
出
席
し
た

橋
本
牧
漁
港
漁
場

整
備
部
長
が
、
佐

藤
正
典
水
産
庁
長

官
の
祝
辞
を
「
水

産
業
や
漁
村
は
、

日
韓
両
国
に
お
い

て
国
民
に
対
す
る
安
全
で
多

様
な
水
産
物
の
安
定
供
給
を

通
じ
、
健
康
で
豊
か
な
食
生

活
の
一
翼
を
担
う
と
と
も

に
、
伝
統
文
化
の
継
承
、
地

域
経
済
の
振
興
等
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
は
、
人
々
が
営
々
と
し

て
築
き
上
げ
て
き
た
漁
港
や

漁
業
集
落
に
深
刻
な
損
害
を

与
え
、
地
域
の
水
産
業
に
未

曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
震
災
後
一
年
三
ヶ
月
余

り
が
経
過
し
た
現
在
で
も
施

設
の
復
旧
は
未
だ
一
部
で
あ

る
が
、
地
域
の
懸
命
な
努
力

に
よ
り
、
少
し
ず
つ
復
興
の

光
が
差
し
て
き
た
。
水
産
庁

と
し
て
も
引
き
続
き
総
力
を

挙
げ
て
早
期
の
復
旧
・
復
興

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

震
災
発
生
直
後
よ
り
被
災
地

に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
韓
国

の
政
府
と
国
民
の
皆
様
か
ら

の
暖
か
い
支
援
に
対
し
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

の
他
に
も
、
今
年
３
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
第
三
次
漁
港

漁
場
整
備
長
期
計
画
に
基
づ

き
、
水
産
物
の
流
通
拠
点
漁

港
の
耐
震
化
及
び
衛
生
管
理

の
高
度
化
、
漁
村
の
防
災
機

能
強
化
に
よ
る
災
害
に
強
く

安
全
な
地
域
づ
く
り
、
漁
港

施
設
の
長
寿
命
化
、
水
産
生

物
の
生
活
史
に
配
慮
し
た
漁

場
整
備
に
よ
る
豊
か
な
生
態

系
を
目
指
し
た
水
産
環
境
整

備
な
ど
の
施
策
を
推
進
す

る
。今

年
の
交
流
会
議
は
、
震

災
の
被
害
が
大
き
い
宮
城
県

に
お
い
て
「
漁
港
・
漁
場
・

漁
村
の
防
災
対
策
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
、
気
仙
沼
漁

港
、
石
巻
漁
港
を
視
察
す
る

が
、
活
発
に
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
日
韓
両
国
の
漁
港
・

漁
場
・
漁
村
の
整
備
技
術
の

向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
切

に
希
望
す
る
」と
披
露
し
た
。

技
術
交
流
会
議
は
、
�
漁

港
漁
場
漁
村
技
術
研
究
所
の

影
山
智
将
理
事
長
が
座
長
と

な
り
進
め
ら
れ
、
次
の
内
容

で
日
本
側
２
題
、
韓
国
側
２

題
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

（
発
表
演
題
・
発
表
者
）

�
災
害
に
強
い
漁
業
地
域
づ

く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い

て水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
防

災
漁
村
課
防
災
技
術
専
門
官

浅
川
典
敬
氏

�
自
然
災
害
に
よ
る
漁
港
施

設
の
対
応

�特
韓
國
漁
村
漁
港
協
會
本

部
長

�
哲
泯
氏

�
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え

た
漁
港
施
設
の
地
震
・
津
波

対
策
に
つ
い
て

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

整
備
課
課
長
補
佐

三
上
信

雄
氏

	
地
球
温
暖
化
に
よ
り
荒
さ

を
増
し
た
海
上
の
状
態
に
対

す
る
韓
国
の
防
災
シ
ス
テ
ム

ソ
ウ
ル
市
立
大
学
教
授

趙
容


氏

各
発
表
後
に
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
全

員
の
発
表
後
に
は
、
日
韓
双

方
の
施
策
等
に
関
す
る
意
見

交
換
も
行
わ
れ
た
。

技
術
交
流
会
議
終
了
後
、

日
韓
両
国
の
参
加
者
は
、
バ

ス
で
気
仙
沼
市
に
移
動
し
、

市
内
や
気
仙
沼
漁
港
の
被
災

状
況
及
び
復
旧
状
況
を
視
察

し
た
。

翌
６
月
２１
日
は
、
石
巻
市

に
お
い
て
石
巻
漁
港
の
被
災

状
況
、
復
旧
状
況
を
視
察
し

た
。
各
視
察
先
で
は
韓
国
の

参
加
者
か
ら
多
く
の
質
問
が

出
さ
れ
て
い
た
が
、
特
に
石

巻
漁
港
で
は
須
能
邦
雄
石
巻

魚
市
場
�
代
表
取
締
役
社
長

と
熱
心
に
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
た
。

な
お
、
会
議
前
日
の
１９
日

に
行
わ
れ
た
歓
迎
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
に
お
い
て
、
本
交
流
会

議
の
発
展
に
長
年
寄
与
さ
れ

た
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
�
セ
ン
ク
２１
の
福
屋
正

嗣
氏
と
韓
國
漁
村
漁
港
協
會

本
部
長
の
�
哲
泯
氏
に
記
念

の
盾
が
贈
呈
さ
れ
た
。

最
後
に
、
視
察
の
実
施
に

あ
た
り
多
大
な
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
、
宮
城
県
、
気
仙

沼
市
、
石
巻
市
、
名
取
市
（
１９

日
に
閖
上
漁
港
視
察
）
及
び

宮
城
県
漁
港
漁
場
協
会
、
地

元
漁
業
協
同
組
合
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
者
の
皆
様
方
に

紙
面
を
借
り
て
お
礼
申
し
上

げ
る
。

『
参
加
者
（
敬
称
略
）』

（
韓
国
側
参
加
者
）

韓
國
漁
村
漁
港
協
會
会
長

房
奇
�
、
農
林
水
産
食
品
部

水
産
政
策
官

鄭
永
勳
、
農

林
水
産
食
品
部
水
産
開
発
課

�
吉
仲
、
韓
國
漁
村
漁
港
協

會
本
部
長

�
哲
泯
、
韓
國

漁
村
漁
港
協
會
次
長

李
�

豪
、
韓
國
漁
村
漁
港
協
會
次

長

金
鍾
範
、
韓
國
漁
村
漁

港
協
會
次
長
、


英
辰
、
韓

國
漁
村
漁
港
協
會
監
事

高

�
鳳
、
ソ
ウ
ル
市
立
大
学
教

授

趙
容



（
主
な
日
本
側
参
加
者
）

漁
港
漁
場
整
備
部
長

橋
本

牧
、
漁
港
漁
場
整
備
部
防
災

漁
村
課
水
産
施
設
災
害
対
策

室
長

岡
貞
行
、
漁
港
漁
場

整
備
部
整
備
課
課
長
補
佐

三
上
信
雄
、
漁
港
漁
場
整
備

部
防
災
漁
村
課
防
災
技
術
専

門
官

浅
川
典
敬
、
漁

港
漁
場
整
備
部
計
画
課

計
画
官

澤
田
龍
治
、

宮
城
県
農
林
水
産
部
長

山
田
義
輝
、
宮
城
県

農
林
水
産
部
技
術
参
事

進
藤
光
司
、
宮
城
県

漁
港
漁
場
協
会

菊
地

喜
彦
、
�
漁
港
漁
場
漁

村
技
術
研
究
所
理
事
長

影
山
智
将
、
�
水
産

土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ

ー
審
議
役

江
河
直

人
、
漁
港
漁
場
新
技
術

研
究
会
会
長

坂
井
淳
、
�

水
産
経
済
新
聞
社
社
長

安

成
梛
子
、
�
セ
ン
ク
２１
代
表

取
締
役

山
本
正
昭
、
�
セ

ン
ク
２１
取
締
役

福
屋
正

嗣
、
日
建
工
学
�
代
表
取
締

役
社
長

行
本
卓
生
、
�
全

国
漁
港
漁
場
協
会
会
長

田

中
潤
兒
、
�
全
国
漁
港
漁
場

協
会
総
務
部
長

佐
治
信
雄

http : //www.gyokou.or.jp/

水
産
庁
は
、
水
産
業
・
漁

村
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
に

必
要
な
検
討
を
行
う
「
水
産

業
・
漁
村
の
多
面
的
機
能
の

発
揮
に
関
す
る
技
術
検
討

会
」
を
発
足
さ
せ
た
。

こ
の
検
討
会
は
、
漁
業
者

の
高
齢
化
、
漁
村
人
口
の
減

少
等
に
よ
り
、
水
産
業
・
漁

村
が
持
つ
多
面
的
機
能
で
あ

る�
国
境
監
視
や
海
難
救
助
な

ど
の
国
民
の
生
命
・
財
産
の

保
全

�
藻
場
・
干
潟
等
の
保
全
、

海
洋
汚
染
防
止
対
策
な
ど
地

球
環
境
保
全

�
体
験
学
習
、
海
洋
性
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
交
流
の

場
の
形
成

な
ど
が
現
状
で
は
十
分
に
発

揮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
水
産
業
・
漁
村
の
お
か

れ
て
い
る
現
状
を
認
識
す
る

と
と
も
に
、
多
面
的
機
能
の

発
揮
の
た
め
の
手
段
や
課
題

を
抽
出
し
て
検
討
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
。

検
討
事
項
は
、

�
水
産
業
・
漁
村
に
お
け
る

多
面
的
機
能
の
確
認

�
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
よ

る
水
産
業
の
再
生
へ
の
効
果

の
確
認

�
多
面
的
機
能
の
よ
り
一
層

の
発
揮
の
た
め
の
国
の
支
援

措
置
等
の
確
認

を
予
定
し
て
い
る
。

６
月
１８
日
（
月
）
に
第
一

回
検
討
会
を
開
催
し
て
水
産

業
・
漁
村
に
お
け
る
現
状
の

把
握
と
多
面
的
機
能
発
揮
に

か
か
る
検
討
を
行
い
、
７
月

１１
日
（
水
）
の
第
二
回
検
討

会
で
は
多
面
的
機
能
発
揮
に

か
か
る
検
討
を
行
っ
た
。

７
月
下
旬
に
第
三
回
検
討

会
を
開
催
し
て
取
り
ま
と
め

を
行
う
予
定
。

検
討
会
の
委
員
は
次
の
通

り
（
敬
称
略
）

▽
水
産
業
・
漁
村
の
多
面
的

機
能
に
関
す
る
学
識
経
験
者

山
尾
政
博
（
広
島
大
学
教

授
）
（
座
長
）

▽
国
民
の
生
命
財
産
の
保
全

（
国
境
監
視
、
海
難
救
助
、

防
災
と
救
援
等
）
に
関
す
る

学
識
経
験
者

�
橋
迪
（
元

海
上
保
安
大
学
校
校
長
）

▽
地
球
環
境
保
全
（
環
境
生

態
系
の
保
全
、
海
域
の
環
境

保
全
等
）
等
に
関
す
る
学
識

経
験
者

高
浜
彰
（
全
漁
連

漁
政
部
部
長
）

▽
交
流
の
場
の
形
成
（
体
験

学
習
・
保
全
活
動
等
）
に
関

す
る
学
識
経
験
者

大
隅
一

志
（
（
公
財
）
日
本
交
通
公

社
主
任
研
究
員
）

▽
マ
ス
コ
ミ
関
係
者

小
島

正
美
（
毎
日
新
聞
生
活
報
道

部
編
集
委
員
）

平成２４年７月１５日 発行

毎月 １回１５日発行

編集兼
発行人

社団法人 全国漁港漁場協会
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定価 １部 ７０円
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漁港は
魚の保育園

現
地
視
察
の
様
子
（
上＝

気
仙
沼
漁
港
、
下＝

石
巻
漁
港
）

日日
韓韓
漁漁
港港
漁漁
場場
技技
術術
交交
流流
会会
議議
開開
催催

����������

第１５回

活発な意見交換が行なわれた

�社
全
国
漁
港
漁
場
協
会

気
仙
沼
漁
港
と

石
巻
漁
港
を
視
察

漁 港 漁 場 月 報

水
産
業
・
漁
村
の
多
面
的
機
能
の

発
揮
に
関
す
る
技
術
検
討
会

水産庁橋本部長

全国漁港漁場
協会田中会長

交流会議の参加者

影山座長（漁港漁場漁
村技術研究所理事長）

鄭永勳農林水産食
品部 水産政策官

��� �����

房奇�韓國漁村
漁港協會会長

宮城県農林水産
部山田部長



�
漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研

究
所
は
今
後
、
発
生
が
予
想

さ
れ
る
地
震
津
波
に
よ
り
甚

大
な
被
害
発
生
の
恐
れ
の
あ

る
市
町
村
の
防
災
・
減
災
計

画
の
見
直
し
を
支
援
す
る
た

め
、
防
災
診
断
を
実
施
し
、

防
災
・
減
災
計
画
見
直
し
に

向
け
た
対
策
の
方
向
性
を
提

案
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
２２
年
度
か
ら
、

漁
港
の
漂
砂
対
策
を
促
進
し

よ
う
と
す
る
漁
港
管
理
者
を

支
援
す
る
た
め
、
漂
砂
問
題

診
断
を
実
施
し
、
漁
港
管
理

者
に
漂
砂
対
策
の
考
え
方
等

を
提
案
し
て
い
る
。

平
成
２４
年
度
に
お
い
て
、

「
地
震
・
津
波
に
関
す
る
防

災
診
断
」
及
び
「
漂
砂
問
題

診
断
」
を
実
施
す
る
と
し
て

お
り
、
診
断
を
希
望
す
る
漁

港
及
び
漁
村
集
落
を
募
集
し

て
い
る
。

「
地
震
津
波
に
関
す
る
防
災

・
減
災
診
断
」
内
容

○
予
定
診
断
数

１０
地
区
程
度

○
診
断
の
方
法

☆
現
地
調
査
よ
る
現
行
防
災

減
災
計
画
に
お
け
る
問
題

点
、
課
題
点
の
整
理

☆
防
災
・
減
災
計
画
見
直
し

に
向
け
た
対
策
の
方
向
性
の

提
案
。

○
費
用
分
担

原
則
と
し
て
、
当
研
究
所
が

負
担

○
実
施
時
期

平
成
２４
年
８
月
～
９
月
末

○
申
込
期
間

平
成
２４
年
６
月
２０
日
～
７
月

２０
日
（
締
切
後
の
申
込
み
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

○
申
込
み
方
法

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:

//

w
w

w
.jific.o

r.jp
/

）
か
ら

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の

上
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
担
当
者
宛
に
お
送
り

く
だ
さ
い
。

○
担
当

�
漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研
究

所‥

浪
川
珠
乃
、

中
村
隆
、

加
藤
広
之
、
後
藤
卓
治

「
漂
砂
問
題
診
断
」
内
容

○
対
象
漁
港
数

８
漁
港
程
度

○
診
断
の
方
法

☆
現
地
調
査
及
び
既
往
資
料

に
よ
る
漂
砂
問
題
の
現
状
分

析
、
対
策
の
検
討

☆
現
状
分
析
結
果
及
び
対
策

の
考
え
方
の
報
告
、
堤
案

○
費
用
分
担

原
則
と
し
て
、
当
研
究
所
が

負
担

○
実
施
時
期

平
成
２４
年
７
月
～
１０
月
末

○
申
込
期
間

平
成
２４
年
６
月
２０
日
～
７
月

３１
日

○
申
込
み
方
法

防
災
・
減
災
診
断
と
同
じ

○
担
当

�
漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研
究

所‥

加
藤
広
之
、

中
村
隆
、

丹
治
雄
一

沖
縄
本
島
の
東
方
、
約
３

６
０
�
の
太
平
洋
上
に
約
８

�
離
れ
て
浮
か
ぶ
南
大
東
島

と
北
大
東
島
で
第
４
種
南
大

東
島
漁
港
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

昭
和
６３
年
３
月
に
漁
場
の

開
発
と
前
進
基
地
、
漁
船
の

避
難
、
休
息
等
を
目
的
に
第

４
種
南
大
東
漁
港
が
指
定
さ

れ
た
。
掘
り
込
み
式
工
法
で

整
備
を
行
い
、
平
成
１２
年
度

に
一
部
開
港
さ
れ
た
。

周
年
利
用
が
出
来
る
よ
う

に
防
波
堤
整
備
を
計
画
し
て

い
た
が
、
工
費
が
多
額
と
な

る
こ
と
か
ら
防
波
堤
延
長
を

短
縮
し
、
新
た
に
北
大
東
島

に
漁
港
を
整
備
し
て
そ
の
代

替
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
に

し
た
。

平
成
１９
年
１２
月
に
南
大
東

漁
港
北
大
東
地
区
を
指
定

し
、
平
成
２１
年
度
か
ら
工
事

が
開
始
さ
れ
、
２７
年
度
春
の

開
港
を
目
指
し
て
整
備
を
急

い
で
い
る
。

計
画
岩
掘
削
総
量
は
、
約

百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
（
東
京

ド
ー
ム
容
積
の
８
割
）
で
平

成
２４
年
６
月
末
時
点
の
岩
掘

削
量
は
約
５０
％
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
詳
細
は
当
協

会
の
雑
誌
「
漁
港
」
に
掲
載

予
定
。

漁
港
漁
場
新
技
術
研
究
会

（
坂
井
淳
会
長
）
は
、
６
月

２２
日
午
後
四
時
か
ら
コ
ー
プ

ビ
ル
に
お
い
て
第
２８
回
通
常

総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
は
、
坂
井
会
長
の
開

会
挨
拶
に
続
き
、
橋
本
牧
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長
、

中
村
隆
�
漁
港
漁
場
漁
村
技

術
研
究
所
第
一
調
査
研
究
部

長
よ
り
来
賓
挨
拶
が
あ
っ

た
。次

い
で
海
洋
土
木
�
の
岡

重
文
人
氏
を
議
長
に
議
案
を

審
議
し
、
全
て
原
案
通
り
議

決
さ
れ
た
。
な
お
、
諸
情
勢

厳
し
き
な
か
、
２４
年
度
か
ら

７
社
が
新
規
に
入
会
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

総
会
後
、
東
京
大
学
高
齢

社
会
総
合
研
究
機
構
秋
山
弘

子
先
生
に
よ
る
「
長
寿
社
会

に
生
き
る
」
と
題
す
る
講
演

が
あ
り
、
感
銘
を
与
え
た
。

続
い
て
、
５
時
半
か
ら
恒

例
と
な
っ
た
漁
村
水
環
境
研

究
会
と
の
共
催
に
よ
る
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
た
。
�
漁
港

漁
場
漁
村
技
術
研
究
所
影
山

智
将
理
事
長
の
乾
杯
の
音
頭

に
よ
り
始
ま
り
、
漁
港
漁
場

関
係
団
体
、
報
道
関
係
者
等

多
数
の
参
加
が
あ
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
有
意
義
な

懇
親
会
と
な
っ
た
。

愛
知
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
金
原
久
雄
蒲
郡
市

長
）
は
、
７
月
２
日
午
前
１１

時
か
ら
名
古
屋
市
の
「
ア
イ

リ
ス
愛
知
」
に
お
い
て
第
１１

回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

金
原
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
澤
田
丸
四
郎
自
由
民
主

党
愛
知
県
議
員
団
水
産
振
興

議
員
連
盟
会
長
（
愛
知
県
議

会
副
議
長
）
、
田
中
潤
兒
�

全
国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
が

祝
辞
を
述
べ
た
。

金
原
会
長
を
議
長
に
議
事

に
入
り
、
平
成
２３
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
及
び
平
成

２４
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予

算
等
の
各
議
案
が
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
選
任
が
行
わ
れ
、
新
た

に
会
長
と
し
て
片
岡
憲
彦
常

滑
市
長
、
副
会
長
と
し
て
鈴

木
克
幸
田
原
市
長
が
選
任
さ

れ
、
榊
原
康
生
副
会
長
（
会

長
代
行
）
（
西
尾
市
長
）、
小

川
淨
副
会
長
（
愛
知
県
漁
連

会
長
）
が
再
任
さ
れ
た
。

和
歌
山
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
望
月
良
男
有
田
市

長
）
は
、
７
月
６
日
、
和
歌

山
市
の
「
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の

国
」
に
お
い
て
、
第
６５
年
回

通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
望

月
良
男
会
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
田
中
潤
兒
�
全
国
漁

港
漁
場
協
会
会
長
及
び
山
下

雅
己
和
歌
山
県
県
土
整
備
部

港
湾
空
港
局
長
が
そ
れ
ぞ
れ

挨
拶
し
た
。

望
月
会
長
を
議
長
と
し
て

議
事
に
入
り
、
平
成
２３
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、

平
成
２４
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
を
事
務
局
提
案
ど

お
り
承
認
し
た
。

議
事
終
了
後
、愛
須
健
司
港

湾
空
港
局
漁
港
整
備
室
長
が

和
歌
山
県
の
地
震
津
波
対
策

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

香
川
県
漁
港
協
会
（
会
長
・

岡
田
好
平
土
庄
町
長
）は
、６

月
２８
日
午
後
１
時
３０
分
か
ら

高
松
市
の
「
高
松
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
ホ
テ
ル
」に
お
い
て
、第
６４

回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

岡
田
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
田
中
潤
兒
�
全
国
漁
港

漁
場
協
会
会
長
、
渡
部
伸
一

香
川
県
農
政
水
産
部
水
産
課

副
課
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

香
川
信
久
本
島
漁
協
代
表

理
事
組
合
長
を
議
長
に
議
事

に
入
り
、
平
成
２３
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
、
平
成

２４
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
を
原
案
ど
お
り
承
認
し

た
。

�
長
崎
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
井
上
俊
昭
新
上
五

島
町
長
）
は
、
６
月
１３
日
午

後
１
時
３０
分
か
ら
長
崎
市
の

「
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
」

に
お
い
て
平
成
２４
年
度
第
３５

回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

井
上
会
長
の
挨
拶
の
後
、

中
村
法
道
長
崎
県
知
事
（
代

理
・
下
山
満
寛
水
産
部
政
策

監
）
、
宮
内
雪
夫
長
崎
県
議

会
議
長
、
橋
本
牧
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
長
が
来
賓
祝

辞
を
述
べ
た
。

議
事
に
入
り
、
平
成
２３
年

度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
、
平
成
２４
年
度
事
業
計
画

案
及
び
収
支
予
算
案
な
ど
が

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

た
。ま

た
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

会
長
に
友
広
郁
洋
松
浦
市

長
、
副
会
長
に
比
田
勝
尚

喜
対
馬
市
農
林
水
産
部
長

の
両
氏
が
新
た
に
選
任
さ

れ
、
専
務
理
事
に
溝
口
敏

男
氏
が
再
任
さ
れ
た
。

漁
村
水
環
境
研
究
会
は
、

６
月
２２
日
午
後
４
時
よ
り
コ

ー
プ
ビ
ル
に
お
い
て
第
２２
期

総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
は
山
田
康
夫
会
長
の

開
会
挨
拶
に
引
き
続
き
、
橋

本
牧
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備

部
長
及
び
影
山
智
将
�
漁
港

漁
場
漁
村
技
術
研
究
所
理
事

長
の
来
賓
挨
拶
が
あ
っ
た
。

議
事
は
、
事
務
局
提
案
の

平
成
２３
年
度
決
算
及
び
平
成

２４
年
度
事
業
計
画
、
予
算
案

を
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

た
。ま

た
、
前
年
度
に
引
続
き
、

�
漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研
究

所
と
共
同
で
実
施
し
て
い
る

施
設
の
老
朽
化
診
断
や
硫
化

発
生
等
の
対
策
に
つ
い
て
の

活
動
も
続
け
る
こ
と
も
提
案

さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

漁
港
友
の
会
（
田
中
潤
兒

代
表
世
話
人
）
は
、
７
月
２

日
（
月
）
千
代
田
区
の
コ
ー

プ
ビ
ル
に
お
い
て
来
賓
の
橋

本
牧
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備

部
長
、
宇
賀
神
義
宣
計
画
課

長
、
�
吉
晋
吾
整
備
課
長
の

出
席
を
得
て
第
３８
回
定
期
総

会
を
開
催
し
た
。

こ
の
総
会
は
、
昨
年
ま
で

毎
年
６
月
の
第
一

月
曜
日
の
午
後
６

時
か
ら
開
催
さ
れ

て
い
た
が
、
今
年

か
ら
７
月
の
第
一

月
曜
日
の
開
催
と

な
っ
た
も
の
。

会
議
は
松
永
務

世
話
人
の
司
会
進

行
で
進
め
ら
れ
、

先
ず
昨
年
秋
の

叙
勲
に
お
い
て
大

島
登
氏
が
瑞
宝
中

綬
章
を
受
章
さ
れ

た
こ
と
を
紹
介
し

た
。続

い
て
、
昨
年

の
総
会
後
亡
く
な

ら
れ
た
千
葉
信
明

氏
、
岸
野
昭
雄
氏

及
び
目
黒
賢
次
氏
に
対
し
て

哀
悼
の
意
を
表
し
て
黙
祷
を

捧
げ
た
。

橋
本
部
長
の
第
三
次
漁
港

漁
場
整
備
長
期
計
画
の
説
明

を
兼
ね
た
来
賓
挨
拶
の
後
、

新
た
に
入
会
さ
れ
た
関
口
信

一
郎
氏
、
佐
々
木
敦
氏
、
守

口
郁
二
氏
、
平
尾
友
孝
氏
、

金
城
政
吉
氏
、
江
河
直
人
氏

の
６
氏
が
紹
介
さ
れ
た
。

続
い
て
田
中
潤
兒
代
表
世

話
人
の
議
長
の
も
と
に
議
事

に
入
り
、
２３
年
度
収
支
決
算
、

２４
年
度
収
支
予
算
及
び
会
則

の
改
訂
を
原
案
ど
お
り
承
認

し
た
。

恒
例
の
記
念
撮
影
を
行
な

っ
た
後
、
一
色
典
夫
氏
の
司

会
で
懇
親
会
に
移
り
、
宇
賀

神
課
長
の
乾
杯
の
発
声
の

後
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
交
を
暖
め

つ
つ
和
や
か
な
懇
談
が
続
け

ら
れ
た
。

な
お
、
来
年
は
７
月
１
日

（
月
）
の
６
時
か
ら
同
じ
コ

ー
プ
ビ
ル
で
開
催
の
予
定
。

６
月
６
日
（
水
）

三
重
県
農
林
水
産
部
水

産
基
盤
整
備
課
漁
港
・
海

岸
グ
ル
ー
プ
主
幹
山
口
和

広
氏
、
同
グ
ル
ー
プ

主
幹
大
野
直
司
氏
、

同
グ
ル
ー
プ
技
師
浮

田
修
氏

６
月
７
日
（
木
）

全
国
漁
港
漁
場
協

会
田
中
会
長
は
山
口

県
へ
出
張

６
月
１１
日
（
月
）

北
九
州
市
産
業
経

済
局
農
林
水
産
部
水

産
課
漁
港
漁
場
整
備

係
長
樋
渡
文
隆
氏

６
月
１４
日
（
木
）

高
知
県
漁
港
漁
場
協
会

事
務
局
長
山
本
貞
夫
氏

６
月
１９
日
（
火
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
田

中
会
長
、
佐
治
総
務
部
長
、

福
田
業
務
課
長
は
宮
城
県

へ
出
張

６
月
２８
日
（
木
）

青
森
県
東
青
地

方
漁
港
漁
場
整
備

事
務
所
長
鹿
内
武

久
氏
、
同
県
下
北

地
方
漁
港
漁
場
整

備
事
務
所
長
駒
井

裕
治
氏
、
同
県
三

八
地
方
漁
港
漁
場

整
備
事
務
所
長
葛

西
幸
一
氏
、
同
県

西
北
地
方
漁
港
漁

場
整
備
事
務
所
長

佐
々
木
壽
晃
氏

全
国
漁
港
漁
場
協
会
田

中
会
長
は
、
香
川
県
へ
出

張

第３８回
定期総会開催

平成２４年度

「
漂
砂
問
題
診
断
」
及
び
「
地
震
津
波

に
関
す
る
防
災
・
減
災
診
断
」
の
募
集

和和
やや
かか
にに
記記
念念
撮撮
影影

������	
�� 
��

漁港友の会

�
漁
港
漁
場
漁
村
研
究
所

第２８回通常総会を開催

漁港漁場新技術研究会

漁 港 漁 場 月 報

第
２２
期
総
会
開
く

漁
村
水
環
境
研
究
会

南南南南南南南南南南南南南
・・・・・・・・・・・・・
北北北北北北北北北北北北北
大大大大大大大大大大大大大
東東東東東東東東東東東東東
島島島島島島島島島島島島島
ででででででででででででで
進進進進進進進進進進進進進
むむむむむむむむむむむむむ
漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁
港港港港港港港港港港港港港
整整整整整整整整整整整整整
備備備備備備備備備備備備備

二
島
一
対
で

補
完
す
る
漁
港

各
県
協
会
総
会

長長長長長長
崎崎崎崎崎崎
県県県県県県

香香香香香香
川川川川川川
県県県県県県

至６月３０日
自６月１日

愛愛愛愛愛愛
知知知知知知
県県県県県県

漁漁港港往往来来

長崎県の総会のもよう

�����

和和和和和和
歌歌歌歌歌歌
山山山山山山
県県県県県県

沖
縄
本
島
の
東
方
に
位
置
す
る
南
・
北
大
東
島


